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＊ 慶應義塾大学大学院　社会学研究科　心理学専攻・日本学術振興会特別研究員（DC2）

表情を伴う視線による反射的視覚定位とアレキシサイミア傾向の影響	
―日本語版TAS-20を用いた検討―

Alexithymia	and	attentional	orientation	induced	by	gaze	with	emotional	
expressions:	Japanese	version	of	20-item	Toronto	Alexithymia	Scale	study

辻　　　　　幸　　樹＊

Kouki Tsuji

Alexithymia	is	a	personality	trait	characterized	by	difficulties	in	both	identifying	
and	verbally	describing	one’s	own	emotional	state,	experiences,	and	externally	ori-
ented	thinking.	Although	the	core	problem	of	alexithymia	is	thought	to	be	deficits	in	
the	perception	and	recognition	of	 internal	psychological	and	somatic	states,	many	
studies	have	shown	the	presence	of	deficits	in	the	recognition	of	external	emotional	
stimuli	with	negative	valence,	especially	others’	emotional	 facial	expressions	such	
as	anger.	The	processing	of	 facial	expressions	 is	combined	with	gaze	direction	as	
social	signals.	They	play	an	important	role	in	understanding	others’	attention,	inten-
tions,	and	emotional	states.	However,	only	a	paucity	of	studies	has	been	conducted	
on	how	emotional	deficits	in	alexithymia	affect	social	attention	such	as	gaze-induced	
orienting.	Consequently,	the	aim	of	the	current	study	was	to	elucidate	social	atten-
tion	in	alexithymia	by		using	a	gaze-cueing	paradigm	based	on	Posner’s	endogenous	
attentional	 task.	Forty-one	participants	completed	the	Japanese	version	of	 the	20-
item	Toronto	Alexithymia	Scale	(TAS-20),	which	has	three	sub-scales,	namely,	diffi-
culty	identifying	feeling	(DIF),	difficulty	describing	feeling	(DDF),	and	externally	ori-
ented	feeling	(EOT).	Participants	in	the	top	and	bottom	15	of	the	total	TAS	and	sub-
scale	scores	were	categorized	as	the	high	and	low	group	of	each	scale.	In	the	gaze-
cueing	paradigm,	gaze	cue	with	 facial	 expressions	depicting	angry,	 fearful,	 and	
neutral	emotions	are	presented	as	cue	stimulus.	The	gaze-cueing	effect	was	calcu-
lated	as	cue-target	congruency,	that	is,	the	difference	of	the	reaction	time	between	
congruent	and	incongruent	conditions.	Results	showed	that	the	high	DIF	group	dis-
played	a	smaller	gaze-cueing	effect	in	the	angry	face	condition	compared	to	that	of	
the	low	DIF	group.	The	results	suggest	weak	enhancement	of	attentional	process-
ing	induced	by	emotionally	arousing	and	socially	relevant	stimuli	in	individuals	with	
high	alexithymia.	In	the	case	of	clinical	alexithymia,	those	attentional	and	emotional	
characteristics	might	lead	to	maladaptive	behavior	in	social	situations.	
Keywords:	 attentional	orienting,	gaze-cueing,	facial	expression,	alexithymia,	TAS-20
キーワード： 注意の定位，視線手がかり，表情，アレキシサイミア，日本語版TAS-20
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序論

アレキシサイミア（Alexithymia）は，米国の精神科医であるSifneos	（1973）によって提唱された
パーソナリティ傾向である。心身症患者の診察の現場では1940年代以降，感情の言語化困難や空想力
の欠如といった一定の特徴が報告されており（Maclean,	1949;	Nemiah	&	Sifneos,	1970;	Ruesch,	1948），
それらを整理し，a（欠如），lexis（言語），thymos（感情）に由来する造語として名付けられた。主な
特徴は，自身の感情や身体感覚への気づきと弁別の困難，感情の言語化の困難，想像力の乏しさ，自己
の内面よりも外的な事実に対する関心，物事を説明する際に事実関係を迂遠に述べ立てる一方で感情的
表現に乏しい，等である。Taylor	（1984）はアレキシサイミアの構成概念として，感情を認識し，感情
や情動喚起に伴う身体感覚の区別が困難であること，感情について語ることの困難，想像の過程が限ら
れており空想力に乏しい，刺激によって駆動される外面的な志向を持った認知様式，の4つを定義した。

アレキシサイミア傾向は心身症や慢性身体疾患，身体表現性障害，うつ，薬物乱用障害，摂食障害な
ど，広範な身体的・精神医学的障害においてしばしばみられる特徴であるが，アレキシサイミアそのも
のは病気や疾患の類ではなく，あくまでパーソナリティ傾向である。自身の感情状態に対する認識の不
正確さから，怒りの抑制など感情制御の観点で問題にされるほか，自身の身体状態に対する認識が不正
確であるため，身体的不調に気づかないなど罹患している種々の病に対する病態欠如につながり

（Wood,	Williams,	&	Kalyani	 ,2009），それらの発見や治療の遅れも問題になるなど，臨床現場において
重要な意義を持っている。

現在，アレキシサイミア傾向の測定に用いられる手法はいくつかあるが，簡便で広く使われるものと
して，Bagby,	Parker,	&	Taylor	（1994）による自記式質問紙であるToronto	Alexithymia	Scale-20	

（TAS-20）	がある。TAS-20は，感情の同定困難，感情の描写困難，外的志向の3因子で構成されてい
る。それぞれ，自己の感情や身体感覚への気づきと識別の困難（DIF:	difficulty	 identifying	feelings），
自己の感情を描写することの困難（DDI:	difficulty	describing	feelings），自己の内面よりも外的な事実
関係に注意を向ける機械的な思考の性質（EOT:	externally	oriented	thinking）を反映して構成されて
おり，それぞれ7問，5問，8問の計20問を5件法で回答する。我が国では小牧・前田・有村・中田・篠
田・緒方・志村・河村・久保（2003）が日本語版TAS-20として翻訳したものが使用されている。

アレキシサイミアは，基本的には自分自身の感情の同定や言語化の困難が問題の中心とされるパーソ
ナリティ傾向である。その一方で，アレキシサイミア傾向が高いほど，情動価のある外的な刺激に対し
て特徴的な反応を見せることが示されてきた（Parker,	Taylor,	&	Bagby,	1993a）。特に，他者の表情認
知に関して低い成績を示すという研究が蓄積されている。Parker,	Taylor,	&	Bagby	（1993b）はTAS-20
得点によって群分けされた参加者のもとで様々な表情の識別課題を行い，アレキシサイミア傾向の高い
群は表情認知成績が低いことを示した。その後の研究では，特にネガティブな情動価を持つ表情認知課
題の成績が低いことが示唆されており，Parker,	Prkachin,	&	Prkachin	（2005）は，TAS-20を指標とし
たアレキシサイミア高群では短い刺激提示時間の下でネガティブ表情の検出成績が低いことを報告し
た。Prkachin,	Casey,	&	Prkachin	（2009）も怒りや恐怖，悲しみといったネガティブ表情の検出と同定
の成績が低いことを示している。自閉症スペクトラム（ASD）の診断を受けた参加者を対象とした研
究では，階層的重回帰分析の結果，ネガティブな表情弁別課題の低成績がASDではなくアレキシサイ
ミア傾向によって予測されることが示唆されている（Cook,	Brewer,	Shah,	&	Bird,	2013）。



	 表情を伴う視線による反射的視覚定位とアレキシサイミア傾向の影響	 39

以上のように，アレキシサイミアにおける情動刺激の処理の特徴という観点から表情認知を取り上げ
た知見が蓄積されている。一方で，表情は単なる情動刺激ではなく，視線と組み合わさることで，他者
の注意の向く先や意図，感情状態などを推察するための重要な社会的シグナルとして機能する。社会的
刺激としての視線と表情の重要性，また両者が行動・神経の両面で密接に関連することを示唆する研究
は数多い（Adams,	2003;	Adams	&	Kleck,	2003;	Engell	&	Haxby,	2007;	Graham	&	LaBar,	2012;	Phillips,	
Wellman,	&	Spelke,	2002;	Sato,	Kochiyama,	Uono,	&	Yoshikawa,	2010）。

視線は社会的認知において重要な要素であり，主体の意図や注意の対象についての情報をもたらす。
他者の視線に対する注目はヒトの発達において生後2～3 ヶ月からあらわれ（Hains	&	Muir,	1996），他
者の視線方向への注意の移動は共同注意（joint-attention）などの社会的認知能力を支える基盤のひと
つとなっている。視線は多くの場合表情を伴い，また表情を構成する一要素ともなる（Ganel,	Goshen-
Gottstein,	&	Goodale,	2005）。表情認知は視線方向によって影響を受け，直視を伴う場合は怒りや喜び
などの接近的動機に基づく表情であると知覚されやすく，一方で逸視を伴う場合は恐怖や悲しみなどの
回避的動機に基づく表情であると知覚されやすい（Adams	&	Kleck,	2005;	Adams	&	Kleck,	2003）。こ
のような視線による表情認知への影響は脅威検出と関わりがあることが示唆されており，視線と表情の
組合せによって脅威関連刺激の処理に関わる扁桃体の活動が変化することが報告されている（Adams,	
2003）。

このような，他者の視線による視空間的注意の変化を実験的に検証するための課題として，視線手が
かかり課題（gaze-cueing	task）がある。空間的手がかりとして視線刺激を視野中央に提示し，周辺視
野にターゲット刺激を提示して反応させる，Posnerパラダイム（Posner,	1980）をベースとした課題で
ある。この課題のもとでは，視線方向とターゲット刺激提示位置が一致する条件の方が不一致条件より
も反応時間が短く，視線方向がターゲット刺激の提示位置を予測しない場合でも視線方向への反射的注
意シフトが起きることが明らかになっている（Driver	et	al.,	1999;	Friesen	&	Kingstone,	1998）。視線手
がかり課題では，視線が空間的注意をシフトさせる程度について，不一致条件での反応時間から一致条
件の反応時間を差し引いた値を「視線手がかり効果（gaze-cueing	effect）」として指標化し，条件差や
個人差の分析の対象とする。この値が大きいほど，他者の視線方向に対する視空間的注意の変化が強く
起きているといえる。

視線手がかり効果に表情の違いが与える影響も検証されてきた。Putman,	Hermans,	&	van	Honk	
（2006）は喜び表情と比較して恐怖表情の際には視線手がかり効果が増大すること，また恐怖表情下で
の視線手がかり効果の量が特性不安傾向得点と正相関することを明らかにした。その後も恐怖表情によ
る視線手がかり効果の促進や不安傾向の関与が多く報告されるようになり（Holmes,	Richards,	&	
Green,	2006;	Tipples,	2006），高不安傾向群では直視の怒り表情が提示された際の反応時間が長くなる
ことなども示された（Fox,	Mathews,	Calder,	&	Yiend,	2007）。これらの結果は，恐怖表情を伴う視線
の先には潜在的な脅威の存在が示唆されて視線による注意誘導が促進され，怒り表情を伴って直視して
くる場合はそれ自体が脅威となり注意を捕捉するなど，やはり脅威の検出と対処という観点から考察さ
れている。

このように，表情によって視線による反射的視覚定位が影響を受けること，また不安傾向などのパー
ソナリティ傾向がその効果を修飾することが明らかになっている。アレキシサイミア傾向の高い群は表
情認知に困難を示すことから，表情を伴った視線による注意制御もアレキシサイミア傾向の低い群とは
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異なる性質を示すことが推測される。他者の顔そのものへの注意を検証した研究として，Bird,	Press,	
&	Richardson	（2011）	は他者の目と口のどちらに視覚定位しやすいかを眼球運動測定と回帰分析を用い
て検証し，アレキシサイミア傾向の高さが目よりも口に定位する比率の高さを有意に予測すると報告し
たが，他者そのものに対する注意ではなく，他者の視線によって注意が誘導される現象をアレキシサイ
ミアにおける表情認知の困難と関連付けて直接検証した研究は存在しない。

アレキシサイミアにおける外的な情動刺激，特に他者のネガティブな感情に関わる社会的刺激の認知
の困難は日常的な社会的・情動的コミュニケーションに不利益をもたらす可能性が指摘されており，ア
レキシサイミアにおける外的な情動刺激の処理に関わる性質と社会的注意との関係を明らかにすること
には十分な意義がある。よって本研究では，アレキシサイミア傾向の高さが表情認知および視線による
社会的注意に与える影響を明らかにするため，ネガティブ表情を用いた視線手がかり課題を実施し，ア
レキシサイミア傾向の高低で参加者を群分けして課題成績を分析する。高アレキシサイミア傾向の参加
者群では表情の弁別や認知に困難を示すという一連の先行研究から，アレキシサイミア傾向の高い参加
者では恐怖表情による視線手がかり効果の増大が見られない，怒り表情を伴う直視条件での反応の遅れ
が生じない，という仮説を立て，検証した。

方法

参加者
健康な大学生43人（女性26名，平均20.37歳，SD＝1.46）を対象とした。

装置と刺激
刺激提示と反応記録にノートPC（SONY	VAIO）とSuperLab4.5（Cedrus社）を用いた。
視線手がかり課題での刺激には，手がかり刺激として顔写真を，ターゲット刺激としてアスタリスク

（＊）を使用した。顔写真はLundqvist,	Flykt,	&	Öhman	（1998）によるKDEF	（Karolinska	Directed	
Emotional	Faces）の怒り，恐怖，中性の3表情の中から森（2010）によって覚醒度が高いと判断され
た画像について，舛屋（2011）が瞳の部分を左右に6ピクセルまたは12ピクセル動かして加工した画像
を各表情につき男女1枚ずつ使用した。表情は3種，視線の向きは正面と左右（瞳の逸れの大きさ2種
ずつ）で計5種，男女1種ずつで合計30パターンの顔刺激を用意した。なお，顔写真はAdobe	Photo-
shop	7.0を使用して頭髪や服装の効果を除くために楕円形にくり抜き，実験時の観察距離（約57.3	cm）
において視角にして縦9度，横7度の大きさになるように統一した。各表情刺激の覚醒度評定の平均値
は怒りで4.83，恐怖で4.42，中性で3.10であった。ターゲット刺激は視角0.7度四方の大きさとし，モニ
ター中央の注視点から水平に視覚8.5度離れた位置に提示するように設定した。

手続き
視線手がかり課題の実施に先立ち，参加者に対して，ターゲット刺激が提示されたら可能な限り素早

くPCキーボードのスペースキーを押して反応すること，顔写真の表情や視線の向きはターゲット刺激
の出現位置と無関係であることを教示した。課題開始後，まず注視点が1000	ms提示された。続いて顔
写真が提示され，その後顔写真の左右どちらかにターゲット刺激が提示された。参加者の反応がある
と，顔写真とターゲット刺激が画面から消え，インターバル画面が1000	ms提示された後，次の試行の
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注視点が提示された（図1）。
顔写真提示から反応までのタイミングが一定にならないように，顔写真が提示されてからターゲット

刺激が提示されるまでの時間（SOA:	stimulus	onset	asynchrony）は200	msと600	msの2種類を用意し
た。視線方向とターゲット位置の組み合わせによって，一致条件，不一致条件，中立条件が設定され
た。一致条件と不一致条件が48試行ずつ，中立条件は24試行実施し，さらに顔刺激の30パターンそれ
ぞれで1回ずつキャッチ試行（ターゲットが提示されない試行）を挿入し，以上の合計で150試行がラ
ンダムな順番で実施された。なお，練習試行として，本番試行では使用しない中性表情を用いた9試行
が事前に実施された。課題終了後にアレキシサイミア傾向を測定するため日本語版TAS-20への回答を
行った。

測度
ターゲット刺激が提示されてから参加者がキーを押すまでの時間を反応時間として記録し，従属変数

として分析した。また，不一致条件の反応時間から一致条件の反応時間を差し引いた値を，視線による
注意変化の指標である視線手がかり効果として算出し，分析した。

データの前処理
各参加者の全試行の反応時間について，その参加者の平均反応時間から3標準偏差以上離れた試行を

外れ値として除外した。その後，条件を考慮しない個人内平均反応時間が全体の平均反応時間から3標
準偏差以上離れた参加者と，表情ごとの視線手がかり効果が全体の平均値から3標準偏差以上離れた参
加者を除外した。その結果，2名の参加者が除外され，最終的な分析には41名（女性24名，平均年齢
20.39歳，SD＝1.48）のデータが採用された。

質問紙と群分け
アレキシサイミア傾向の測定には，小牧他（2003）による日本語版TAS-20を使用した。質問項目は

下位スケールとして感情の同定困難（DIF:	difficulty	identifying	feelings），感情の描写困難（DDI:	diffi-
culty	describing	feelings），外的志向（EOT:	externally	oriented	thinking）の3つで構成され，それぞ
れ7問，5問，8問の計20問を5件法で回答するものであった。

図1　試行の例
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参加者の群分けのため，総合得点と3つの各下位スケールのそれぞれの得点について各参加者の順位
を算出した。同点の参加者が複数いる場合は順位の平均を算出し，上位と下位それぞれから数えて順位
値が15以下の参加者を選出し，それぞれの得点スケールにおける高群と低群として扱った。各得点に
おける人数内訳と平均スコアは，TAS-20総合得点については高群14名（M＝57.43,	SD＝5.14），低群
15名（M＝40.60,	SD＝6.23）， 第1因 子（DIF） は 高 群16名（M＝21.25,	SD＝3.32）， 低 群16名（M＝
11.06,	SD＝2.54），第2因子（DDF）は高群16名（M＝18.81,	SD＝2.01），低群15名（M＝10.47,	SD＝
2.56），第3因子（EOT）は高群14名（M＝21.07,	SD＝1.98），低群14名（M＝15.14,	SD＝1.46）であっ
た。

結果

質問紙による群分けをせず参加者全体を対象として，視線方向とターゲット刺激位置の一致性，顔写
真の表情，SOAを要因として反応時間について分散分析を実施した結果，一致性の主効果が有意であ
り（F（2,	80）＝7.25, p＜.005），Ryan法による5%水準での多重比較では一致条件と中立条件，一致条件
と不一致条件の間でそれぞれ有意差があり，いずれも一致条件の方が反応時間が短かった（図2-A）。
また，SOA600	ms条件の方が200	ms条件より反応時間が短いという主効果（F（1,	40）＝55.89, p＜.001）
が認められた（図2-B）。他の要因についての有意な主効果および交互作用は得られなかった。次に，
反応時間におけるアレキシサイミア傾向の影響を検討するため，TAS-20総合得点および3つの下位尺
度で参加者を群分けし，得点の群を参加者間要因，一致性と表情を参加者内要因として分散分析を実施
したが，いずれの分析でも参加者間要因による主効果および交互作用は得られなかった。

最後に，視線による注意変化の指標である視線手がかり効果に対してアレキシサイミア傾向が及ぼす
影響を検討するため，TAS-20の得点による参加者の群分けのもとで視線手がかり効果についての分散
分析を実施した。総合得点および3種の下位尺度得点それぞれについて，得点の群を参加者間要因，刺
激の表情を参加者内要因とし混合計画で2×3分散分析を実施した結果，総合得点での分散分析で参加
者群と表情との有意な交互作用が得られたため（F（2,	54）＝3.44, p＜.05），下位検定を実施したが，有意
な単純主効果は得られなかった。第1因子DIFの得点で群分けした分散分析の結果では，参加者群と表
情との有意な交互作用があり（F（2,	60）＝4.00, p＜.05），単純主効果検定の結果，怒り表情においてDIF
高群とDIF低群の間に有意差があり，高群の方が，怒り表情における視線手がかり効果が小さかった

図2　平均反応時間と分散分析における有意差
A： 一致性要因についての多重比較結果，B： SOA要因の主効果
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（F（1,	90）＝5.97, p＜.05））。 ま た， 低 群 に お け る 表 情 要 因 に つ い て も 有 意 な 単 純 主 効 果 が あ り
（F（2,	60）＝3.85, p＜.05），Ryan法による5%水準での多重比較の結果，怒りと恐怖との間に有意差が得
られた（図3）。第2因子（図4）及び第3因子（図5）の得点で群分けした分散分析では，主効果，交互
作用ともに有意なものは得られなかった。

考察

本研究の主目的である視線手がかり効果の量とアレキシサイミア傾向との関係という観点では，
TAS-20スコアのうち第1因子である感情の同定困難（DIF）の高群と低群の間で，怒り表情における
視線手がかり効果の量に有意差があり，低群に比べ高群での怒り表情下での視線手がかり効果が有意に
小さかった。加えて，DIF低群においては恐怖表情での視線手がかり効果よりも，怒り表情での視線手
がかり効果の方が有意に大きかったことから，低群においては怒り表情によって視線手がかり効果が増
大していた一方で，DIF高群ではそのような怒り表情による視線手がかり効果の増大が起きなかった可

図3　TAS-20第1因子（DIF:	感情の同定困難）で群分けした視線手がかり効果の分散分析

図4　TAS-20第2因子（DDF:	感情の描写困難）で群分けした視線手がかり効果の分散分析

図5　TAS-20第3因子（EOT:	外的志向）で群分けした視線手がかり効果の分散分析
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能性が考えられる。この結果を解釈するためにはまず，仮説段階での前提であった恐怖表情での視線手
がかり効果の増大が確認できず，むしろDIF低群においては恐怖表情条件よりも怒り表情条件の方が
大きな視線手がかり効果を示したことを考察する必要がある。

視空間的注意研究における怒り表情は，脅威刺激として注意を捕捉しやすく，不安傾向が高いほど注
意の解放もされにくい（Fox,	Russo,	Bowles,	&	Dutton,	2001;	Huang,	Chang,	&	Chen,	2011），表情探索
課題において有意効果を示す（Hansen	&	Hansen,	1988），後続する刺激の同定を阻害する（de	Jong,	
Koster,	van	Wees,	&	Martens,	2010）などの性質を示し，視線手がかり課題においても特に直視での怒
り表情は空間的注意を捕捉してしまい反応時間が長くなるという報告もある（Fox	et	al.,	2007）。一方
で恐怖表情は，その視線の先に潜在的な脅威の存在を示唆するために，より素早く脅威の位置の検出と
同定を行うという適応的要請によって視線方向への空間的注意定位を促進し，その結果視線手がかり効
果を増大させると考えられている（Holms,	Richards,	&	Green,	2006）。

しかし本研究で実施した視線手がかり課題は，反応に際してターゲット刺激の種類や提示位置の弁別
を一切問わない検出（detection）タイプと呼ばれる手続きであったため，注意処理と反応選択において
空間性が乏しい。ターゲット刺激が視野内のどこに出現しようとも空間性のある反応選択をせずに単一の
ボタン押しによって課題を遂行可能なため，空間選択的な注意変化を起こさなくとも，視野内の何らかの
視覚的変化に対するヴィジランス（特定の刺激に対する検出と反応のために持続的に注意を保ち続ける
状態）さえ高まれば反応時間が短縮することが予想される。そのため，視線による空間選択的な注意定
位の効果を効率的に抽出することができなかった可能性がある。よって，恐怖表情のような，視線方向に
潜在的な脅威の存在を示唆する表情は，視線に誘導される注意変化と反応選択に際して空間的定位が重
要になるため，恐怖表情による視線手がかり効果の増強は本研究での手続き下ではデータに反映されな
かった可能性ある。その一方で，怒り表情のような覚醒度の上昇によって全体的なヴィジランスの水準が
高まる刺激条件では，視線手がかり効果の増大が強くあらわれたという可能性が考えられる。

視線手がかり効果における恐怖表情や怒り表情の影響を明らかにした先行研究は，その多くがター
ゲット刺激の空間的定位と識別まで要する同定（identification）タイプと呼ばれるものであり（Fox,	
Mathews,	Calder,	&	Yiend,	2007;	Holmes,	Richards,	&	Green,	2006;	Tipples,	2006），本研究の結果と比
較する上での最大の差異は，このような注意と反応の空間性に強く関わる手続き上の課題タイプの違い
であったと考えられる。ただし，以上の考察は怒り表情と恐怖表情の対比を念頭に置いたものであり，
最も刺激の覚醒度が低いはずの中性表情に関しては，本研究では恐怖表情だけでなく怒り表情との間で
も有意差が得られなかった。そのため，中性表情までを含めた場合は，以上の考察には一定の限界があ
ると言える。

このような怒り表情条件での視線手がかり効果の増大がDIFスコア高群では見られなかったことか
ら，アレキシサイミアの中でも自身の感情同定困難因子に反映されるアレキシサイミアの性質が，刺激
による覚醒度やヴィジランスの向上の阻害と関連していることが示唆される。TAS-20スコア高群にお
いて覚醒度の高いネガティブ刺激に対する反応時間が長くなることは既に示されているほか（Parker,	
Taylor,	&	Bagby,	1993b），怒り表情に対する島皮質と前部帯状回の活動が低い（Kano	et	al.,	2003），怒
り表情の処理に関わる脳波事象関連電位活動が弱く，潜時も遅い（Vermeulen,	Luminet,	de	Sousa,	&	
Campanella,	2008）など，特に怒り表情の処理において低群と違いを示す報告が多い。このような怒り
表情の処理の異常が，本研究での怒り表情下でのヴィジランス上昇とそれに伴う視線手がかり効果促進
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を妨げた可能性が考えられる。
さらに，ヴィジランスの制御に密接に関与する部位として扁桃体が挙げられるが（Davis	&	Whalen,	

2001），高アレキシサイミア傾向においては低アレキシサイミア傾向に比べてネガティブな表情刺激に
対する扁桃体の活動性が低いという報告（Kugel	et	al.,	2008;	Reker	et	al.,	2010;	Van	der	Velde	et	al.,	
2013）も，本研究の解釈に符合する。視線と表情の処理における扁桃体の重要性を示したAdams	

（2003）の研究と扁桃体損傷によって視線手がかり効果が障害されたという報告（Akiyama	et	al.,	
2007）も，本研究の手続きにおける扁桃体の関与を強く示唆する。

また，高アレキシサイミア傾向において刺激に対する自律神経反応の変化が小さいという知見も得ら
れており（Pollatos	et	al.,	2011;	Wehmer,	Brejnak,	Lumley,	&	Stettner,	1995），ネガティブな情動刺激
を受けた覚醒度やヴィジランスの上昇が生じにくい背景として，自律神経活動変化の乏しさが原因と
なっていることが想定される。さらには，そうした自律神経活動などの自身の身体内状態に対する感覚

（内受容感覚）の異常とアレキシサイミアとの関連が示唆されていることから（Herbert,	Herbert,	&	
Pollatos,	2011），さらなる検証に際しては自律神経活動変化などの指標も十分に考慮する必要がある。

反応時間についての分散分析については，一致条件が中立及び不一致条件よりも有意に反応時間が短
いことから，全体として視線による反射的視覚定位が生じており，視線手がかり課題として最低限には
機能していたことが担保される反面，一致性と表情やTAS-20スコアとの間の交互作用は得られなかっ
た。SOA要因の主効果として600	ms条件の方が反応時間が短い点については，ターゲット提示までの
準備時間が短いほど反応も早まるという典型的なforeperiod	effectであり，先行研究で確認されている

（Friesen	&	Kingstone,	1998）。
本研究の結果は，高アレキシサイミア傾向における表情認知と社会的注意について検証し，特に怒り

表情によって変化する注意状態が低群とは異なること，TAS-20の下位尺度である自身の感情同定困難
がその背景にあることを示した。一方で，結果の解釈に一定の限界を抱えるほか，手続きや指標の面
で，今後の課題とすべきいくつかの問題を抱えている。

まず，本研究でアレキシサイミアの指標として用いたTAS-20スコアは，一般的に総合得点が61点を
超えるとアレキシサイミア傾向が高いと判定される。その点，本研究では61点を超える参加者数が少
なく，高群の平均点でも61点を下回っていた。そのため，健常成人のなかでも比較的低いアレキシサ
イミア傾向を示す集団の中で得点分布の中間層を捨てる形で群を分けており，この点は本研究結果の解
釈を一般化する上での限界として意識すべきである。今後は，十分な参加者数とスコアの分散を確保し
た上で，アレキシサイミア傾向を連続量として捉える分析を実施することが望ましい。

さらに，TAS-20は先行研究で各種自律神経活動指標や他の性格傾向質問紙との相関についての密接な
関連が示唆されてきたものの，その組み合わせや相関関係の方向性は必ずしも一貫していない（Mattila	
et	al.,	2008;	Murphy,	Brewer,	Hobson,	Catmur,	&	Bird,	2018;	Pollatos	et	al.,	2011;	Wood	et	al.,	2009;	Za-
mariola,	Vlemincx,	Luminet,	&	Corneille,	2018）。この点，アレキシサイミア傾向の指標を測る質問紙で
TAS-20に並び使用されるものとしてBVAQ:	Bermond-Vorst	Alexithymia	Questionnaire（Vorst	&	
Bermond,	2001）がある。BVAQではアレキシサイミアを認知的な次元（cognitive	alexithymia）と情
動的な次元（affective	alexithymia）に分けており，前者は質問紙の下位尺度のうち感情の言語化困難，
感情の同定困難，感情状態の内省困難の3つで構成され，後者は空想体験欠如，感情体験欠如の2つで
構成される。Martínez-Velázquez,	Honoré,	Zorzi,	Ramos-Loyo,	&	Sequeira	（2017）は，情動喚起画像を
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人間の含まれた社会的な刺激とそうでないものとに分け，アレキシサイミア傾向の低い群は社会的な情
動喚起刺激に対して自律神経の交感神経活動を反映する皮膚電位反応を強く示す，affective	alexi-
thymia得点の高い群は画像の社会的要素の有無による皮膚電位反応の差が生じないことを明らかにし
た。同時に，TAS-20得点はcognitive	alexithymia得点との間で強い相関を示すことも報告している。
Bermond,	Bierman,	Cladder,	Moormann,	&	Vorst	（2010）もアレキシサイミアの認知的な側面と情動的
な側面の双方に着目することの重要性を主張している。このように，アレキシサイミアの中にもいくつ
かの側面が存在することを示唆する研究があり，質問紙と下位因子によって反映するアレキシサイミア
の側面も異なることが示唆される。アレキシサイミアの性質と特徴の精緻な検証のためには，複数の質
問紙指標を併用することも必要である。

また，本研究で採用した視点手がかり課題における反応方式は，ターゲットの空間的位置に応じた反
応選択を必要としないものであった。一方で，恐怖表情を伴う視線が引き起こす注意変化は空間性が重
要となると考えられ，この点が手続き上の問題点として示唆された。よって，恐怖表情における効果を
怒りなどの他の表情での効果と直接比較するには，空間的な注意変化と反応選択を要する課題と，それ
らを必要としない課題との両方を実施し，視覚的注意の異なる要素を検証する必要性が今後の課題とし
て考えられる。さらに，自律神経活動指標など，アレキシサイミアの機序に関わる生理指標を同時に計
測し，アレキシサイミアにおける社会的注意と情動認知の関連を多角的な視点から慎重に検証する必要
がある。
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